








きた。それらは本稿の参考文献に掲げたように 1 ．「デザイン編」、2 ．「形態編」、3 ．「統






















































































































































































































































































させた。また中学校令により、第一外国語（英語）が必修となり、授業時間は 1 学年から 5



















































































































































































　同年1914年（大正 3 年）、前述の正則英語で名をはせた斉藤秀三郎が、第 2 回英語教育大








































































　たまたま近所の高校生が、某大学の2005年入試問題の“run the gamut of～”の意味が
分からないという。筆者は何を隠そう、このようなイディオムには無知であった。例の斉




かを。それにしても人生のまだ 5 分の 1 も経験していない受験生たちには、あまりにも酷
な出題ではないか。
　同じく某大学の入試問題で、Can I drop （　　） your oﬃ  ce ?の場合、解説書によれば答
はinでもatでもbyでもなく、overしかないという。drop in, drop by, drop over ならどれ
も「～に立ち寄る」の意味だが、（drop byは自動詞用法と他動詞用法があるが）drop in は
自動詞用法のみで、drop in on +人、drop in at +場所のようにして前置詞＋目的語を従え



















　“He is interested in music.” といえばいいものをわざわざ“He’s musically inclined.”、





いものをわざわざbe apprehendedに、そして「現行犯逮捕」はbe caught red-handedとな
り、「服役する」はdo time 、「付きまとう」はdog と教えるものだから、万が一逮捕され
たときでも安心して使えるのだろうが、ここまで度が過ぎればもはや“英語お宅”の段階だ。
また、「ためた小物古物」は knicknacks  accumulatedというがused articles  collected で
は駄目なのか。「めっちゃ安い」はvery cheap かと思えばdirt cheap、「思い当たる節がな
い」はnot ring a bell、「思いっきり」はbelt out、「（腹を割って）お金の話をする」はtalk 
turkey、「散財する」はshell out、オノマトペの「ダラダラ」はﬁ ddle around、（お腹が）「キ






























を目指して、map, mat, math, mac、manをどれも“マッ”といわせ、get up やget out, 



































































正となり、外国語が選択科目となった。同じく中学校令が改正され、外国語が 1 年から 5
年生まで毎週各 6 , 7 , 7 , 5 , 5 時間となり、高等学校令を定め、尋常科では外国語が 1 年か
ら 4 年生まで毎週各 6 , 7 , 6 , 6 時間となった。同年、私立の設置を認めたため、志望者が























































































































































































































































































































































































































































































































































































































Suenobu, Mineo et.al Listening Comprehension and the Process of Information 
Acquisition by Non-Native Speakers of English, International Review of Applied 
Linguistics in Language Teaching, XXIV/ 3 , Julius Groos Verlag, Heidelberg. West 
Germany 1986. 8
Suenobu, Mineo From Error To Intelligibility, Shubun International, Tokyo.199 pp. 
1988. 8 .
――― Communicability within Errors, KUC Monograph LII, The Institute of Economic 
Research, Kobe University of Commerce, Kobe. 254 pp. 1995. 12.
―――Errorology in English. Yugetsu Shobo, 740 pp.（bind copy）, 2002.11.
――― Pathology of English Teaching in Japan, KUC Monograph LXVIII, The Institute 
of Economic Research, Kobe University of Commerce, 226pp. 2003. 3 .
――― The Preparation Theory of the Origin in of Language, UH Monograph LXXVI, 
The Institute of Economic Research, University of Hyogo, Kobe, 230pp. 2006. 3 . 
末延岑生他「日本人の英語」『人文論集』31- 1 神戸商科大学　1995
高梨健吉・大村喜吉『日本の英語教育史』大修館書店　1978
梅根悟『コメニウス』牧書店　1963
ニホン英語（Open Japanese）の類型化研究　歴史編
（イギリス偏向の英語教育－第二次世界大戦前夜まで）
67人文論集　第 50 巻
